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大幸薬品株式会社（本社：大阪府大阪市西区西本町 1-4-1、代表取締役社長：柴田 高）は、溶存二酸化塩素ガ

スを含有する液剤について、特許を取得したことを発表します。 

 

【発明の名称】二酸化塩素濃度の維持方法 

【特許番号】特許第 5627133 号 

【特許権者】大幸薬品株式会社 

【存続期間満了】2028 年 2 月 15 日 

 

この特許は、当社の濃度長期間保持型二酸化塩素についての特許技術（特許第 3110724 号）をベースとする特

許です。内容は液剤中の二酸化塩素濃度を安定的に保つ方法（維持方法）に関するものです。 

当社では、既存の特許第 3110724 号の技術をベースに、溶存二酸化塩素ガスの保存安定性に優れた液剤の技

術開発を行い、関連特許として出願していました。 

この度の特許取得は、当社の二酸化塩素製品（液剤、スプレー）に関する特許の存続期間が、2028 年 2 月 15

日までとなり、当社の液剤関連製品の安定的な供給や、今後の製品開発に大きく寄与するものと考えています。 

 

 現在製造・販売している当社製品で、本特許技術が活かされているのは下記の製品です。 

 

 （一般用） 

 ・クレベリン スプレー、ミニスプレー 

 ・ウィルシールドスプレータイプ 300ml、60ml 

 

 （業務用） 

 ・クレベリン S 

 ・クレベリン SP 

 ・クレベリン L 

 

 

 ＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

大幸薬品株式会社 お客様相談係       TEL：06-6382-1095 

※受付時間は、月曜日～金曜日 9:00～17:00（祝日を除く） 

 

溶存二酸化塩素ガスを含有する液剤について、 

大幸薬品、特許を追加で取得 


